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分ではなかったが、近年サイトカインの動態より病
態を推測される傾向にある。今回、我々は脳炎・脳
症を含むインフルエンザウイルス感染症を患った児
の鼻汁中の各種サイトカインを計測することによ
り、比較検討をした。
【方法】　インフルエンザ罹患児44例（うち脳症3
例を含む）、Bio－Plexマルチプレックスサイトカイ
ンァッセイを使用し、IL－1・IL－2・IL－4・IL－5・
IL－6　・　IL－7　・　IL－8　・　IL－10　・　IL－12　・　IL－13　・　IL－17　・
G－CSF　・　GM－CSF　・　INF－y　・　MCP－1　・　MIP－IP　・
TNF一αの17項目を測定。
【結果】　インフルエンザウイルス感染に伴って多く
の症例でIL－6・IL－8が上昇。　IL－10・TNF一αは一部
でのみ上昇した。インフルエンザ脳症例（3例）で
はIL－10は三値で、　TNF一αは2／3で上昇していた。
【考察】　インフルエンザウイルス感染で鼻十中サイ
トカイン誘導を認めた。さらに、鼻十中サイトカイ
ンプロファイリングにより脳症の発症を推測できる
可能性が示唆された。
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血清中の抗EBV特異抗体測定調査による東京
医大生のEBVに対する感染状況
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　松本　哲哉
美帆、笹本　武明
侑來
修次、重城　志緒
【目的】　Epstein－Barrウイルス（EBV）にはウイル
ス抗原として、初期抗原（EA）、カプシド抗原（VCA）、
EBV核内抗原（EBNA）などがある。　EBVの感染
はVCAに対する抗体を測定して判定する。今回、
私達は東京医大3年生全員の入学時および3年時血
清を使ってEBVの感染状況、陽転率および伝染性
単核症（IM）発症率を調査した。さらに、これま
での東京医大生のEBVに対する陽性率、陽転率お
よびIM発症率を学生レポートを参考に算出した。
【方法】VCA抗原発現のスメアスライドを作製し、
2009年度の東京医大3年生の入学時血清124例の
抗VCA抗体の有無を蛍光抗体間接法で検査し、
EBV陰性者は今回再び採血、抗VCA抗体を調べて
陽転を確認した。陽転者には問診してIMの発症歴
を調べた。また、過去の学生レポートから、1993
から2009年までの17年間に在籍した東京医大生
1，697名のEBV陽性率、陽転率およびIM発症率を
調査した。
【結果】　1．2009年の第3学年について：東京医大
3年生血清124例のうち23例がEBV陰性（陽性率
81．50／。）であった。再び採血に協力してくれた学生
は20名おり、そのうち陽転していた学生は4名（陽
転率20．0％）であった。問診の結果、IM発症者は
0名（IM発症率0％）であった。
2．1993から2009年までの17年間に在籍した学生
について；東京医大生血清1，697例のうち陰性者は
273例（陽性率84．0％）、そのうち採血協力者は204
例で陽転者は78例（陽転率38．2％）であった。陽
転した学生の中で5名がIMを発症（IM発症率6．4％）
していた。
【考察】　これまで、日本人のEBV陽性率は4歳ま
でに約70％、10歳までに約85％そして20歳まで
に90％以上と報告されているが、20歳代である東
京医大生は81．5％とやや少なかった。また、EBV
陽性率の変移を調べたところ、年々下がる傾向に
あった。東京医大にはEBVにかかりにくい学生が
近年多くなったのかもしれない。IM発症率に関し
ては、教科書では若年成人がEBVに初感染した場
合約半数がIMを発症すると書かれているのに対し、
東京医大における調査では6．4％しか発症していな
かった。今回、私達が調査したIM発症率はこれま
での報告と異なっていたが、現代の日本では私達の
調査結果の方が現状を現しているかもしれないと考
えた。
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Poloxamer　407培地を用いた緑膿菌薬剤感受
性測定の検討
（大学院三年・微生物学）
○山田　浩之
（微生物学）
　　小池　直人、江原　友子、松本　哲哉
【目的】緑膿菌は多くの抗菌薬に耐性を示し、菌株
による感受性の差が大きいため、薬剤感受性測定は
臨床上重要な意味を持っている。ただし緑膿菌感染
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症は慢性、難治性の場合が多く、そのような状況に
おいてバイオフィルムを産生していることが多い。
そのため研究室の一般的な方法にて測定された感受
性の結果が、どこまで臨床の菌に当てはまるかにつ
いて疑問の余地がある。今回含有培地に発育した菌
がバイオフィルム状態と類似しているという報告さ
れているPoloxamer　407を用いて、緑膿菌薬剤感受
性の検討を行った。
【材料および方法】　東京医科大学病院および東邦大
学医療センター大森病院で分離された緑膿菌28株
を使用。薬剤感受性はミューラーヒントン寒天培地
およびpoloxamer　407を30％含有するミューラーヒ
ントン寒天培地を用いて、ディスク法にて12種類
の抗菌薬の効果判定した。また電子顕微鏡にて糸剥農
菌の菌体の様子を観察した。
【結果】緑膿菌はPoloxamer　407含有培地で培養し
た方が阻止円の直径が縮小し、aztreonamで87．5％、
piperacillin／tazobactamで62．5％の感性度の効果判定
が耐性方向に変化した。また電子顕微鏡でPolox－
amer　407含有培地の菌は、当体の大きさが不均一で
短桿菌様に観察されるものが多く、周囲に蜘蛛の巣
状様のバイオフィルムと思われるものが観察され
た。
【結論】　Poloxamer　407含有培地に発育した緑膿菌
の薬剤感受性結果は、従来の方法よりも耐性にシフ
トした値が出やすい傾向があり、バイオフィルム形
成を伴った臨床においての緑膿菌薬剤感受性を推定
するのに有用な方法のひとつと考えられた。
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緑膿菌臨床分離株のバイオフィルム産生に及
ぼすラクトフェリン効果の検討
（大学院単位取得・微生物学）
○神宮　浩之
（微生物学）
　　江原　友子、松本　哲哉
　ラクトフェリンはバイオフィルム産生を抑制する
ことが知られており、今回、バイオフィルム産生に
より難治化を呈する緑膿菌の臨床分離株を用いて、
バイオフィルム産生に及ぼすラクトフェリン効果の
検討を行った。臨床分離株は標準株と比較してムコ
イド様形態を呈し、生菌数とは逆にバイオフィルム
産生量は高値を示した。ウシラクトフェリンを添加
し、7日目に測定を行ったところ、9菌種中6菌種
でバイオフィルム産生量は明らかに減少した。効果
の認められなかった他の3菌種も測定時間を短縮し
たところ2菌種で産生量の減少を示した。また、ウ
シラクトフェリンの培養途中の添加では、バイオ
フィルム量の増加抑制が確認された。これらの効果
は、鉄投与により減弱することが確認された。
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糖尿病患者における足白癬に対する意識調査
（八王子・糖尿病・内分泌・代謝内科）
　○梶　　邦成、臼井　崇裕、清水　彩子
　　松下　隆哉、大野　　敦
（八王子・皮膚科）
　　峯村　徳哉、長谷　哲男
【目的】　近年、生活の欧米化により糖尿病並足病変
が増加しているが、下肢の皮膚潰瘍・壊疽が起こる
と難治性のことが多く、治療時期を失すると患部切
断以外に治療法がなくなることもある。このような
事態を防ぐため糖尿病患者にとって足の観察が予防
の第一歩となる。そこで今回、糖尿病患者（以下
DM）および非糖尿病患者（以下非DM）で、観察
しやすく難治した場合に二次感染を伴い潰瘍・壊疽
となり得る足白癬に対する意識の違いをアンケート
で調査したので、その結果を比較検討した。
【方法】　対象は、2008年10月からll月に当セン
ター皮膚科を受診し足白癬と診断された患者120名
で、DM　59名、非DM　61名の2群に分けた。皮膚
科受診後に、年齢、足白癬…罹病期間、皮膚科への受
診動機、足白癬…自覚時の行動、診断前および診断後
の対応等の足白癬に対する意識調査をアンケートで
行い、両群間で比較した。なおDMの糖尿病罹病
期間の平均は7年6ヶ月、HbAlcの平均は8．2％で
あった。
【結果】　平均年齢は、DM：60．8歳、非DM：56．2歳、
足白癬…罹病期間は、DM：4年8ヶ月、非DM：4年
3ヶ月で、ともに両群間に有意差を認めなかった。
足白癬自覚時の行動において、DMは放置傾向を認
めた（放置率一DM：53％，非DM：20％）。足白癬診
断前の行動に有意差はなかったが、診断後は非DM
の90％が足の清潔に加え状態を確認するように
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